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玖珠町農業委員会議事録 

 

１． 開催日時 令和２年７月１０日（金）午後１時３０分～ 

 

２． 開催場所 玖珠町役場 ３階 大会議室 

 

３． 出席委員 

１番 繁田 富男  ２番 島津 益夫  ３番 河野千代美 

４番 園田 恭子  ５番 宿利 浩満 

６番 安藤 慎八（副会長） 

 

４．出席農地利用最適化推進委員 

       １番 小雲 基廣  ２番 長尾亀世美  ３番 衛藤 榮一 

５番 藤原 善和  ６番 髙浪 辰雄  ７番 髙倉 利子 

９番 秋好 清広 １１番 衞藤 和敏 １２番 栁井田英徳 

 

５．議事日程 

       議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

       議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

       議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

       議案第４号 農用地利用集積計画の決定について 

       議案第５号 荒廃農地調査に伴う農地・非農地の判断について 

       議案第６号 下限面積（別段の面積）の設定について 

 

       報告第１号 ２００㎡未満の農地を所有者自らが農業用施設用地と 

する届出について 

報告第２号 農地法第３条の３第１項の規定による届出書について 

（相続） 

報告第３号 農地法第１８条合意解約通知書について 

       

その他    

 

６．農業委員会事務局 

局長    藤原 八栄   主幹（統括）井野 俊夫 

主査    島津 智美   主査    繁田 寿美 
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７．会議の概要 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただ今より令和２年７月定例総会を開催します。 

今回から、通常通り、農業委員と農地利用最適化推進委員に出

席いただいております。５月、６月は新型コロナウイルス感染予

防のため、農業委員のみで行っておりまして、ご迷惑をおかけし

ました。これからは感染予防を徹底しながら、通常に戻していき

たいと思います。それでは、着席して進めさせていただきます。 

本日、梶原会長が欠席しておりますので、安藤副会長あいさつ

をよろしくお願いします。 

 

（あいさつ） 

 

 農業委員定数７名に対して、６名の出席です。玖珠町農業委員

会会議規則第６条の規定により、会議が成立していることを報告

します。次に、議案に上程いたしました案件について質疑等がご

ざいましたら、議長の承認のうえ発言をお願いします。 

 また、総会の開催中は携帯電話をお切りください。 

それでは、議長の選出ですが、会議規則第４条の規定により会

長が議長となりますが、本日は会長が欠席しておりますので、以

降議事の進行につきましては副会長よろしくお願いします。 

  

本日の議事録署名人を指名します。議事録署名人に、１番委員、

２番委員よろしくお願いします。 

それでは議事に入ります。議案第１号農地法第３条の規定によ

る許可申請について、事務局説明をお願いします。 

 

議案第１号農地法第３条の規定による許可申請です。 

 番号１ 大字戸畑字向田○○○○番○、登記簿地目は田、面積

３３０㎡です。３条の有償移転で、譲渡人は、○○○の○○○○

さん。譲受人は、○○の○○○○○さんです。申請事由は、譲渡

人の要望で売買です。担当委員は、今回、６番副会長が担当しま

した。 

 番号２ 大字岩室字神原○○○○番○外３筆、登記簿地目は田、

合計面積は３，８８２㎡です。３条の有償移転で、譲渡人は、○

○町の○○○○○さん。譲受人は、○○の○○○○さんです。申

請事由は、譲渡人の要望で売買です。担当委員は、６番副会長で
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議長 

 

 

 

 

農業委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。 

 番号３ 大字戸畑字村下○○○○番○、登記簿地目は田、面積

は７９３㎡です。３条の有償移転で、譲渡人は○○の○○○○さ

ん。譲受人は、○○の○○○○さんです。申請事由は、譲渡人の

要望で売買です。担当委員は、今回は、６番副会長が担当しまし

た。 

 番号４ 大字大隈字孫女○○○○番外１筆、登記簿地目は田、

合計面積は１，６３４㎡です。３条の有償移転で、譲渡人は○○

の○○○○○さん。譲受人は○○の○○○○さんです。申請事由

は譲渡人の要望で売買です。担当委員は、１番委員です。 

 以上、４件です。 

 

それでは、担当委員の調査結果の報告をお願いします。 

番号１、２、３ を 私が 説明します。 

番号４ を １番委員 お願いします。 

委員の報告後、推進委員の報告をお願いします。 

 

番号１について、調査結果を報告します。７月３日に、推進委

員ほか５名で現地確認をしました。土地の所在は、大字戸畑字向

田○○○○番○、○○○○○○の横に隣接しております。面積合

計は３３０㎡です。３条の有償移転で、譲受人が耕作し、管理を

する予定です。農機具はトラクター等を所有しており、問題はあ

りません。農業従事者は２名おり、問題ないと思います。 

番号２について、調査結果を報告します。７月５日に推進委員

と現地確認を行いました。土地の所在は、大字岩室字神原○○○

○番○外３筆です。合計面積は、３，８８２㎡です。田は集落の

周囲に位置しております。現況は田で、中山間地の地域に入って

おり、管理されている状態です。３条の有償移転で、権利の異動

です。耕作面積は、４０アール以上あり、農機具はトラクター等

を所有し、農業従事者は２名おり、耕作に問題ありません。 

番号３について、調査結果を報告します。７月６日に、推進員

と現地確認を行いました。大字戸畑字村下○○○○番○外１筆で

す。○○○公民館の道を挟んで３０ｍほど下に下った、民家の下

になります。面積合計は、７９３㎡です。譲受人が耕作する予定

です。現在も管理をしております。３条の有償移転で、権利の異

動です。耕作面積は４０アール以上あり、農機具はトラクター等
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議長 

 

 

推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進委員 

 

議長 

 

農業委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

を所有し、農業従事者は３名おり、耕作に問題はありません。以

上報告を終わります。 

 

番号１，２，３について、推進委員の補足説明をよろしくお願

いします。 

 

番号１ですが、譲受人の○○○○○さんは、県内の高校に勤務

しており、退職後、地元に帰り、奥さんと２人で農業をしていま

す。今回の申請のあった農地は、野菜を栽培しております。大規

模農家ではありませんが、○○を作り、加工品の甘酒やドレッシ

ングなどを作っております。また、県のおもてなし商品の認定も

もらっています。今年は○○の農地も少し増やして栽培している

ようです。 

 

番号２ですが、５日に現地確認を行いました。この農地は私が

初めて農業委員になった時に、○○○○さんが○○の○○○○に

いる兄弟の○○○○○さんに事情があって売買したということ

で、その後○○さんが管理をしていましたが、なかなか○○から

来て管理するのが難しいということで、集落の人に売買したほう

が良いのではないかということで、○○○○さんに売買したよう

です。○○さんにつきましても、トラクター、コンバイン等を持

っており、農地の管理が良くできるのではないかということです。 

 

番号３については、特にありません。 

 

番号４について、農業委員の説明をお願いします。 

 

７月９日に、私と、譲受人の○○○○さんと譲渡人の○○○○

○さんと現地確認をしました。土地の所在は、○○の○○○神社

から東に５０ｍほど行ったところにあります。合計面積は、１，

６３４㎡で水稲栽培を中心とした専業農家の譲受人の○○○○さ

んが取得し、耕作する予定です。現況は田で、すでに水稲を作付

しております。権利の内容は、３条の有償移転で、譲渡人の○○

○○○が高齢で、自宅周辺の水田のみ耕作するための所有権の移

動です。譲受人の耕作面積は４０アール以上あり、通作距離は約

５００ｍです。周辺にも多数耕作地があり、耕作は可能です。譲
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議長 

 

議長 

 

 

 

農業委員 

 

議長 

 

 

議長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

受人の経営農地はすべて耕作されており、農機具の所有はトラク

ター、コンバイン、田植え機等所持しています。農業従事者は、

本人、妻の２名おり、取得後の耕作に問題ありません。 

  

 質疑はありませんか。 

 

質疑がなければ採決をとります。議案第１号農地法第３条の規

定による許可申請について、原案どおり賛成の方の挙手をお願い

します。 

 

挙手 

 

全員賛成です。議案第１号農地法第３条の規定よる許可申請に

ついて原案どおり許可します。 

 

次に、議案第２号農地法第４条第１項の規定による許可申請に

ついて、事務局説明お願いします。 

 

議案第１号農地法第４条第１項の規定による許可申請について

です。  

 番号１、大字森字森○○○番○、登記簿地目は田、面積５５㎡

です。申請人は、○○市の○○○○さんです。転用目的及び転用

理由は、一般住宅用地としての転用です。なお、昭和４０年頃よ

り造成して宅地として利用しており、追認案件です。農地の区分

は、第３種農地と判断されます。担当委員は、５番委員です。 

 番号２、大字戸畑字亀ノ甲○○○○番○、登記簿地目は田、面

積１３６㎡です。申請人は、○○の○○○さんです。転用目的及

び転用理由は農業用施設用地としての転用です。なお、４０年以

上前から農業用ため池として使用されており、追認案件です。農

地の区分は、第１種農地と判断されます。担当委員は、今回は、

６番副会長です。 

以上２件です。 

 

それでは、担当委員の説明を 

番号１ を ５番委員 お願いします。 

番号２ を 私が説明します。 



6 

 

 

農業委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業委員 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

農業委員 

 

 

農業委員 

 

 

農業委員 

 

 

推進委員 

 

推進委員 

 

 委員の報告後、推進委員の報告をお願いします。 

 

番号１の調査結果を報告します。７月２日午後１時から現地確

認を行いました。土地の所在は、大字森字森○○○番○で、○○

○○○と国道○○○号線の中間くらいに位置しております。面積

は５５㎡で、５０年以上前から田の一部にコンクリートを張り、

進入路及び駐車場として利用しています。平成３１年に昭和５０

年４月にさかのぼって、時効取得にて所有権を取得しております

が、転用の手続きをしておらず、今回の申請となります。無断転

用案件となるため、始末書の添付が提出されております。５０年

以上利用してきた経過もあり、他の農地への影響もありません。

この土地は第３種農地です。以上です。 

 

番号２の調査結果を報告します。７月６日に、現地確認を行い

ました。土地の所在は、大字戸畑字亀ノ甲○○○○番○、○○集

落の上に位置しています。町道に隣接しております。面積合計は

１３６㎡で、登記簿上は田ですが、現状はため池です。４０年以

上経過してため池として利用されており、追認案件です。町の防

火用水にも指定されています。町のほうもフェンス等を設置して

おります。以上です。 

 

質疑はありませんか。 

 

番号２については、町の防火用水となってますが、自身で所有

していたいためとなってます。 

 

ため池ですが、自分の所だけでなく、他にも行くようになって

いるのですか。 

 

上にもため池があるようですが、水がない所です。下にいきわ

たるようになっています。 

 

具体的なため池の場所は？ 

 

消防団の詰所の前です。 
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議長 

 

 

 

農業委員 

 

議長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑がなければ採決をとります。議案第１号法第４条第１項の

規定による許可申請にについて、原案どおり賛成の方の挙手をお

願いします。 

 

挙手 

 

全員賛成です。議案第２号法第４条第１項の規定による許可申

請にについて、原案どおり許可し、許可相当として県知事に意見

書を送付します。 

次に、議案第３号農地法第５条第１項の規定による許可申請に

ついて事務局説明お願いします。 

 

議案第３号農地法第５条第１項の規定による許可申請について

です。 

 番号１、大字古後字中野○○○○番○、登記簿地目は畑、面積

１，６０４㎡です。５条の使用貸借権の設定です。貸付人は、○

○の○○○○さん。借受人は、○○の○○○○さんです。転用目

的及び転用理由は、農業用施設用地としての転用です。なお、平

成１６年より農業用倉庫等として利用しているため、追認案件に

なります。農地の区分は、農用地区内農地と判断されます。担当

委員は、２番委員です。 

 番号２、大字塚脇字寺山○○○番外１０筆、登記簿地目は田、

合計面積は、４，７３６．３㎡です。５条の所有権の移転です。

譲渡人は、○○都○○区の○○○○さん。譲受人は、○○の株式

会社○○○○代表取締役○○○○さんです。転用目的及び転用理

由は、資材置場及び駐車場用地としての転用です。農地の区分は、

第３種農地と判断されます。担当委員は、３番委員です。 

 番号３、大字塚脇字田中○○○番○○、登記簿地目は田、面積

は７７㎡です。５条の賃貸借権の設定です。貸付人は、○○の○

○○○さん。借受人は、○○市の○○○○さんです。転用目的及

び転用理由は、アパート兼一般個人住宅用地としての転用です。

なお、昭和５９年頃より一般個人住宅及びアパートとして利用し

ており、追認案件となります。農地の区分は、第３種農地と判断

されます。担当委員は、３番委員です。 

 以上、３件です。 
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議長 

 

 

 

 

農業委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、担当委員の説明を 

番号１ を  ２番委員  

番号２、３を ３番委員 お願いします。 

 委員の報告後、推進委員の報告をお願いします。 

 

番号１の調査結果を報告します。７月３日、申請者と推進委員、

事務局と現地確認を行いました。土地の所在は、大字古後字中野

○○○○番○です。○○○○○○○○○○から１００ｍほどの所

に自宅があり、その自宅裏になります。面積は１，６０４㎡です。

畑を農業用施設用地に転用する計画です。現況は平成１６年頃よ

りすでに農業用施設用地として利用しているため、始末書が提出

されています。権利の内容は、○○○○さんから○○さんへの使

用貸借権の設定です。隣地、宅地等に影響がない計画です。具体

的な内容は、許可日から９月末までに、畜舎、倉庫等を整備する

計画です。土砂の流出または崩壊、その他の災害の発生、周囲の

農地の営農条件に支障を生じる恐れはありません。国土調査が終

わっており、農地の中に墓がありますが、分筆されております。 

以上報告を終わります。 

 

番号２の調査結果を報告します。７月３日、譲受人の○○さん

と推進委員、副会長、事務局で現地確認を行いました。土地の所

在は、大字塚脇字寺山○○○番外１０筆で４，７３６．３㎡で、

国道○○○号線の○○○○○裏になります。登記簿地目は田です。

譲渡人は、○○都に在住しています。耕作していた方ができなく

なったため、所有権の移転です。転用目的は、電設資材置場及び

社員、工事車両駐車場用地です。転用理由は、事業拡大と事業継

承のためです。現在の資材置場は１０ｋｍ先の○○○○○○の親

戚の土地を借りており、将来返却しなければならなくてはなりま

せん。資材の一部は○○○○の農家の敷地に保管してもらってい

る状態で、管理が大変です。今後の電気工事が見込まれる中、保

管状況を官公庁及び元請より厳しく指導されており、資材置場が

必要です。周囲は建物が存在しておりますが、農地、宅地等には

影響がない計画です。具体的な内容は、着工は令和２年１２月１

日から令和３年１１月３０日までに完了する予定です。土砂の流

出、崩壊、その他の災害の発生、周辺の農地への営農状況に支障

を生じるおそれはありません。過去に農地法の違反の該当はあり
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議長 

 

推進委員 

 

 

 

推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ません。この農地は第３種農地で、４，７３６．３㎡と広いため、

安藤副会長にも立ち会っていただきました。以上報告を終わりま

す。 

 番号３について説明します。７月３日、○○さんと娘さん、推

進委員と事務局で現地確認を行いました。土地の所在は、大字塚

脇字田中○○○番○○で、面積は７７㎡です。○○○○○○駐車

場より○○○○○方向に２０ｍ行ったところにあります。登記簿

は田ですが、現況は宅地です。権利の内容は賃貸借権の設定です。

転用目的は、アパート兼住居の一部として利用しているためです。

転用理由は、昭和５９年頃アパート兼一般住宅として利用してい

たため、追認です。第３種農地ですが、親の代で申請を行ってい

なかったことを知らず、今回、申請人の○○さんが相続手続きを

して転用手続きをしていないことに気付いたため申請しました。

無断転用案件のため、始末書の添付もあります。以上報告を終わ

ります。 

 

推進委員から補足がありましたら、よろしくお願いします。 

 

 番号１ですが、私は現地確認当日には立ち会えませんでした

が、後日確認に行きました。委員の報告のとおり、間違いありま

せん。 

 

番号２ですが、場所につきましては、○○小学校から東に行っ

たところの旧○○○の東側になります。土地は入口挟んで２枚と、

家がありまして、その後ろに水路があります。水路の向う、○○

○の西隣に約３反あります。国道側の進入路はありません。土地

を農家などにと探していましたが、家の敷地を通らないと行けな

いということで、なかなか借り手もなく、そうしているうちに、

○○○○が資材置場や駐車場が手狭になって、近所に土地がある

ということでこの申請となりました。筆は１１筆あります。田の

枚数は３枚になってます。入口側の１枚は、国道側への進入路も

兼ねています。全体的に面積は５反ほどありますが、入口の部分

だけでは狭く、奥の部分だけだと入口がないため、全体を使うよ

うにしているようです。電柱や電線ドラム等、物ごとにおいてい

かなくてはならないということです。中には、車両の転回もあり

ます。面積的には適当だと思います。 
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議長 
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推進委員 

 

 

事務局 

 

 

推進委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業委員 

 

 

議長 

 

 

 

 

それでは質疑のある方は挙手をお願いします。 

  

 番号２について、広大な面積ですが、駐車場と資材置場にして、

地目を即変更するのですか。 

 

 番号２ですが、転用案件なので、現状は田ですが、駐車場と資

材置場になった時点で、雑種地として法務局に届け出て認められ

れば変更できます。今は現況が田なので、地目は変わらないので

すが、駐車場や資材置場に整備してのち地目変更ができます。 

 

 先に地目変更したほうがいいんではないのか。地目を変えてか

ら工事を始めたほうがいいのではないか。 

 

 工事してから駐車場などになってからでないと地目変更はでき

ません。 

 

 昔、田んぼを宅地にするということで、表土をはいで砂利を入

れることがあって、それはだめですよと言われた。 

 

 今回の件はですね、農地を転用するときは、転用申請が必要で

す。現状は何もあたっていません。何もあたっていない状態でこ

ういう計画があって、この土地を転用してよいですかというのが

あり、許可相当となれば、県に送付して許可が出ればこの工事が

進められるようになります。そのあとに、まず所有権を移して、

駐車場と資材置場の工事が終わって、それに見合った地目に申請

者が田んぼから変えてはじめて農地法の適用が外れることになり

ます。 

 

 農地から外すことを認めるか認めないかという内容を話すので

あって、それから先、許可するのは県ですよね。 

 

 これは、５条の許可申請ですので、この場では許可相当かどう

かを決議して、それから先は事務局が県に持っていって、最終的

には許可を県からもらうということです。私たち農業委員会は許

可に相当するかしないかを決議するだけです。 
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農業委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

農業委員 

 

 

事務局 

 

 

農業委員 

 

 

推進委員 

 

事務局 

 

農業委員 

 

 

 

農業委員 

 

 

推進委員 

 

 公道から入るときの道は広いのですか。資材置場ということは

大きなトラックが入ったりするので、それが通れるのですか。 

 

 公道自体は広くないので、計画地内の進入路は大きくとるとい

うことです。 

 

 ○○小学校側が入口なんですね 

 

 入口はそちらです。ただ、国道側も、他人の土地ですが、通る

ことはできるそうなので、そちらから大きな資材を入れるという

ことです。原則進入路は、小学校側からですが、今の橋の幅が４

ｍほどしかないので、大きな資材を入れるときは、国道側から入

れさせてもらうようです。 

 

 他人の土地を通らせてもらうということは、後々どうなるかわ

からないということですよね。 

 

 橋や通路はあるので、拡幅は今すぐにはしないそうですが、通

れなくなった場合、整備はしていくようです。 

 

 せっかく、資材置場にしたのに、大きい車が通れなくなったら

意味がないと思います。 

 

国道側は○○○の横に農地があるけれど、道はないんですよね。 

 

道はないです。 

 

○○○○の事業計画は、聞いておりますが、農地の転用案件な

ので、許可相当なのかを判断するだけです。周りには影響がない

ということです。 

 

近隣に迷惑を出すことがなければ許可相当とするしかないのか

なと思います。 

 

 番号１ですが、家の周りにあんなにあるのですか。高い所に。 
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議長 

 

 

 

 

農業委員 

 

議長 

 

 

議長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 家の裏にあります。 

 

 段々地であって、国土調査で今の面積が出てます。 

 

 航空写真の赤いラインが国土調査の入った字図の形になりま

す。ここに畜舎がありますが、国土調査で宅地になっています。

ここがお墓で、別の地番が付いています。国土調査が入っていま

すが、倉庫があります。ビニールハウスがあり、下は土ですが、

ここを改築して畜舎にする計画です。それ以外は、古い倉庫や、

堆肥舎もすでに建っています。それで追認です。ここに畑が少し

ありますが、今回、１筆全体を農業用施設とするので、ここはロ

ール置場に変更するということです。 

 

宅地ぎりぎりまで農地としてあり、斜面もきついです。国土調査

で、約１，６００㎡という広さになりました。本当に段々地で作

りにくい所です。 

 

ほかに質疑はありませんか。 

ないようでしたら、採決に入ります。 

議案第３号農地法第５条第１項の規定による許可申請について、

原案どおり賛成の方は挙手をお願いします。 

 

 挙手 

 

全員賛成です。議案第３号について、原案どおり許可し、許可相

当として県知事に意見書を送付します。 

 

次に、議案第４号農用地利用集積計画の決定について、事務局

説明お願いします。 

 

議案第４号農用地利用集積計画についてです。別冊の議案第２

号の最後のページをご覧ください。 

利用権の設定の新規ですが、 

３年～５年が ３件で  １１，２６４㎡、 

１０年以上が ４件で、 ２６，４３２㎡、 
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議長 
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以上、合計７件で、合計面積が３７，６９６㎡です。 

以上です。 

 

質疑はありますか。 

 

無いようでしたら、ご承認をお願いします。承認される方は挙

手をお願いします。 

 

挙手 

 

全員賛成です。議案第４号については、原案どおり承認します。 

次に、議案第５号荒廃農地調査に伴う農地・非農地の判断につ

いて、です。ここで、議案の内容に関係する○○委員はいったん

退席をお願いします。では、事務局説明お願いします。 

 

議案第５号荒廃農地調査に伴う農地・非農地の判断についてで

す。農業委員会では毎年１回農地パトロールを実施しています。

今回、判断する件については去年の農地パトロールでＢ判定され

た農地で、耕作不能な農地に当たります。 

番号１、大字山下字原口○○番○、登記簿地目は畑、面積は１，

８１４㎡です。現状はこのような状態になっています。 

番号２、大字山下字原口○○番○、登記簿地目は畑、面積は１，

０１７㎡です。番号１の隣接の土地です。現状はこのような状態

になっています。 

上記、２筆については、隣接しており、以前、委員、推進委員

に現地を確認していただいており、非農地の確認をしていただい

ております。担当農業委員、推進委員、事務局としては、非農地

と判断しています。ご審議をよろしくお願いします。 

 

質疑はありますか。 

 

非農地の現場ですけど、前に推進委員とも見まして、クヌギが

十数年たっているような状態でした。一部は山の中に入っていく

のが困難で、道もありませんので、農地に復元するのもなかなか

難しいと、見て思いました。 
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無いようでしたら、ご承認をお願いします。承認される方は挙

手をお願いします。 

 

挙手 

 

全員賛成です。議案第５号については、原案どおり承認します。 

次に、議案第６号下限面積（別段の面積）の設定について、事

務局説明をお願いします。 

 

議案第６号下限面積（別段の面積）の設定についてです。今年

度の下限面積（別段の面積）について、以下のとおり提案いたし

ます。下限面積は、４０アールとする。ただし、空き家に付随し

た農地に限定した下限面積を１アール（１アール未満の場合はそ

の面積）とする。理由は、以下のとおりです。 

昨年度と下限面積の面積については変更ありません。今日お配

りした参考資料集をお開きください。下限面積ですが、農地法３

条の要件になります。貸し借りや売り買いの許可を得るときに、

農地法３条の許可申請が必要ですが、その要件の一つが下限面積

で、権利を取得しようとする人がこの面積以上の農地を耕作、管

理していないと許可ができないということです。中段に下限面積

とはとあります。下限面積について、農地法では、県については

５０アール以上という規定がありますが、地域の平均的な経営規

模や耕作放棄地の状況などからみてその地域の実情に合わない場

合は、農業委員会で別段の面積を下限面積と定めることができる

となっています。玖珠町では現在４０アールという設定としてお

ります。この設定の数値については、２０１５年の農林業センサ

スの調査結果に基づいています。現在２０２０年のセンサスが行

われていますが、調査結果につきましては、まだ公表されていま

せんので、２０１５年の調査結果に基づいて、現状のままとして

おります。今年の４月の時点で、１５市町村において別段の面積

は設定されております。 

空き家に付随した下限面積の設定です。昨年度、この面積につ

いては、１アール（１アール未満の場合はその面積）としました。

高齢化により農業の経営体が不足し、農地の遊休化が深刻な状況

にあり、新規就農等をしなければ農地の保全及び有効活用が図ら

れない場合、新規就農を促進するために適当と認められる面積を
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農業委員 

 

 

 

設定することができるという規定から、この面積を設定しており

ます。現在は、町外者の定住と新規就農を促進させるため、玖珠

町空き家バンクに登録された空き家に付随する農地を農業委員会

で地番指定することで、下限面積を設定するようにしていますが、

空き家バンクの登録は数件ありますが、実際農地の設定に至った

分はありません。相談については、何件かあります。 

この下限面積とは別に、下限面積の適用の例外があります。ハ

ウス栽培のような集約的なものの場合、下限面積の適用はありま

せん。ハウス園芸等になりますが、新規就農者については、この

規定を利用して、おおむね運用しています。 

以上です。 

 

質疑はありますか。 

 

ハウスの最低面積はあるのか。 

 

ハウスに最低面積はありませんが、新規就農するからには、収

益が出るくらいのハウスを建てるでしょうから何アールなら良い

という決まりはありません。 

 

九重町の下限面積は３０アールと聞いたのですが、農林業セン

サスの内容で決めたとありますが、九重町とどのように違うのか。 

 

基本的には先ほど説明した資料の「下限面積を４０アールにす

る場合には、管内に４０アール未満の農家が農家全体のおおむね

４０％以上あれば設定することができる」とあります。九重町は、

ここが、３０アール未満の農家が農家全体のおおむね４０％以上

あるということだと思います。高齢化が進んでいる、耕作放棄地

が増えているで設定することもできますが、玖珠や九重もそこま

で進んでいないので、九重も同じ要件を使って設定をしていると

思います。 

 

下限面積については、なるべく荒廃農地を減らしたほうがいい

のではないかと、下限面積５０アールから下げています。これを

もっと下げれば農地を守れることもできると思いますが。 
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議長 
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議長 

新規就農で、こういう例外が認められるのであれば問題ないか

なと思います。 

 

相談があった時に、自作地がこれだけしかないから許可できま

せんよとお断りすることがあるのですか。 

 

相談に来られて、足りないですねと言うことはあります。新規

就農者だと、農林課のほうで営農計画などを作っているので、農

林課を通じて相談があったりするので、その把握はできます。た

だ、相続ではなく、たとえば兄弟間で譲渡する場合も４０アール

ないと許可できません。ただ、持っている農地ともらう農地を合

わせて４０アールになれば基準を満たすことになります。 

 

逆に、面積を下げすぎると、農地から他のものに転用されやす

いということがあります。 

 

質疑が無いようでしたら、ご承認をお願いします。承認される

方は挙手をお願いします。 

 

挙手 

 

全員賛成です。議案第６号については、原案どおり承認します 

引き続き、報告事項について事務局説明をお願いします。 

 

報告第１号です。２００㎡未満の農地を所有者自らが農業用施

設用地とする届出が１件、届出されております。 

報告第２号です。農地法第３条の３第１項の規定による届出に

ついて（相続）が３件、届出されております。 

報告第３号です。農地法第１８条合意解約通知書が３件、届出

されております。 

 

それでは以上をもちまして玖珠町農業委員会７月定例総会を閉

会します。 

 


